
愛媛県立松山工業高等学校（全日制課程）

学校番号　　　　　２４　　　　

１　基本的生活習慣の確立と自律心の育成

２　分かる授業の展開と基礎・基本の定着

３　探求心の涵養と創造力・実践力の育成

４　資格取得の実践とキャリア教育の充実

５　部活動の充実と個性豊かな人間性確立

６　地域との連携とボランティア活動推進 

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

ICTを活用した授業を,全教員の90％以上が実
施できることを目指す。
　Ａ：90％以上　　　Ｂ：75～89％
　Ｃ：60～74％　　　Ｄ：50～59％
　Ｅ：49％以下

A

　今後の不安定な社会情勢を考え、生徒の学びを保証
するために、常に臨時休校が実施された場合の対応を
考えながら授業計画を行う。
  来年度からWindowsPCが導入される。教務課、ICT
課、図書研修課等の連携を通して、ICTを活用した授
業改善を行いたい。

「分かる授業」と「考える授業」を展開して
いくために、生徒用授業アンケートの回答欄
「説明が分かりやすい」と「生徒の反応を大
切にする」の回答率90％以上を目指す。
　Ａ：90％以上      Ｂ：75～89％
　Ｃ：60～74％      Ｄ：50～59％
　Ｅ：49％以下

A

　「興味・関心を引き出す」の項目が90％を下回って
いるので、90％以上を目標に生徒の関心や興味のわく
教材研究を行っていきたい。

各種資格・検定試験の合格者総数5500人
以上を目指す。
　Ａ：5500人以上    Ｂ：5000～5499人
　Ｃ：4500～4999人　Ｄ：4000～4499人
　Ｅ：3999人以下

B

　資格は生徒本人の資質、興味、進むべき進路に照準
を定めものであることはもちろんのこと、生徒に自ら
の達成状況を把握させ、さらなる資格取得に向け努力
させる。
　2年生の資格取得状況が、取得総数やジュニアマイ
スター顕彰取得に大きく関わってくるため、早い段階
での資格取得を奨励する。

自ら進んで正しい挨拶のできる生徒を育成してい
く。それに関する生徒自己評価の質問事項の回
答率100％を目指す。

　Ａ：100％      　　　　　　Ｂ：90～99％

　Ｃ：80～89％　　　　　　Ｄ：70～79％

　Ｅ：69％以下

B

　挨拶は基本的生活習慣の重要なスキルであることを
生徒たちが理解し、自ら進んで挨拶ができるようにし
ていきたい。また、生徒が主体的な高校生活を送れる
ように、生徒会活動と連携した取組も行う。

登下校指導や交通安全教育の充実により、交
通事故発生数０件を目指す。
　Ａ：０件　　　　　Ｂ：１～19件
　Ｃ：20～39件　　　Ｄ：40～49件
　Ｅ：50件以上

C

　生徒が主体的に交通安全に留意した日常生活を行え
るように、生徒会活動と連携した取組を行う。また、
近隣校（松山南高校・聖カタリナ高校）と合同で行う
市駅南地区マナーアップクラブ交通サミットの活動を
充実させていく。

自　　　己　　　評　　　価　　　表

教育方針

　教育基本法の精神にのっとり、人格の完成を目指し、民主的

な国家及び社会の形成者として必要な資質を養い、世界の平和

と人類の福祉の向上に貢献する豊かな人間性と創造性を備えた

実践的な技術者を養成する。

重点目標

評価項目 目標の達成状況

学習

指導

教科指導の充実

　今年度は新型コロナウイルス感染症拡大のた
め、臨時休校が実施されたが、本校は一人一台
タブレットを生かし、全教職員の協力のもと遠
隔授業を実施した。生徒や保護者、県内外の学
校関係者からもこの取組に対して高い評価をい
ただくことができた。

資格取得の充実

　現在（R3年3月9付）の合格者総数が、5180人
であり例年とほぼ同じであり、全国と比較する
と高くなっている。

　「説明が分かりやすい」が92.9％と「生徒の
反応を大切にする」が95.1％と目標を達成でき
た。

生徒

指導

基本的生活指導の充実

　１学期は主に１年生の一部に正しい挨拶がで
きていなかったが、２学期末にはほとんどの生
徒が正しい挨拶ができるようになった。

交通安全指導の充実

　交通事故発生数は24件（R3年3/9付）と昨年
度とほぼ同じである。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。
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就職希望者の就職率100%を目指す。
　Ａ：100％      　 Ｂ：95～99％
　Ｃ：90～94％　　　Ｄ：85～89％
　Ｅ：84％以下

A

　今年度求人数は約1370人で、昨年比10％の減少で
あった。次年度は更に減少し、競争倍率が増加するこ
とが予想される。面接でのコミュニケーション能力を
高めることはもちろん、筆記試験対策を強化する。

生徒が自主的に学習できる環境を整えること
により、国公立大学合格者20名以上を目指
す。
　Ａ：20人以上      Ｂ：15～19人
　Ｃ：10～14人　    Ｄ：５～９人
　Ｅ：４人以下

C

　本年度の結果を踏まえた受験大学へのヒヤリングを
詳細に行い、来年度への対策に活かしていく。

特別

活動

全国大会上位入賞10部門以上を目指す。
　Ａ：10部門以上    Ｂ：８～９部門
　Ｃ：６～７部門　  Ｄ：３～５部門
　Ｅ：２部門以下

E

　昨年度同様、環境整備、栄養管理指導研修の機会を
より多く設けるよう計画している。また、生産部につ
いては下級生を同行させ、大会の雰囲気、作業手順の
研修、技術の習得を学ばせて、次年度以降の入賞に結
びつける対策をとり、結果につなげたい。

工業

指導

「松工ものづくり社会貢献プロジェクト」と

して、ものづくりを通した社会貢献を各学科

一つ以上行う。 B

　生徒の主体性を育むために、次年度も継続して取り
組み、内容を充実させた研究発表会を実施させる。ま
た、ホームページ等を活用して情報発信を行う。

人権

・

同和

教育

松工人権宣言の100％の周知を目指します。
　Ａ：100％      　 Ｂ：90～99％
　Ｃ：70～89％　　　Ｄ：50～69％
　Ｅ：49％以下

A

　来年度も引き続いて100％の周知を目指していき、
生徒が楽しく有意義な学校生活を送れるように人権教
育の充実を図っていきたい。

環境

整備

各クラス・部・科で、年１回以上の奉仕活動

を行う。

B

　コロナ感染拡大状況により、学校行事の縮小が予想
され、全ての科、全ての部が奉仕活動を行うのは難し
い。タイミングを見計らいながらであるが、クラス単
位・各部単位等での年1回の奉仕活動を実施していき
たい。

業務
改善

教職員のメンタルヘルス対策として、定期的に健
康相談等の面談を行い、教職員の健康障害０名
を目指す。

A

　教職員の健康相談における面談や健康観察は、継続
的に行っていきたい。

進路

指導

就職指導の充実

　求人数の減少により、1次合格率は93.5％で
昨年より5％下がったが、年内に就職希望者は
全員内定した。

進学指導の充実

  国公立大学合格者は現在10名で昨年より3名
多くなっている。また、一般入試（前期・後
期）に挑戦している生徒もおり、結果待ちであ
る。

特別活動の充実

　今年度は新型コロナウイルス感染症のためイ
ンターハイ中止（各競技では代替大会を開
催）、選抜大会でも全国大会に出場する運動部
が大変少なく、文化・生産部でも十分な成果を
上げることができなかった。
　その中でも自転車競技部の梅澤さんは、JOC
ジュニアオリンピックカップで男子U17ポイン
トレース１位、個人パーシュート２位に入賞、
美術部の藤平さんは第44回全国高等学校総合文
化祭で文化連盟賞を受賞し、大健闘であった。

職場環境の整備

　教職員のメンタルヘルス対策として、定期的
に健康相談等の面談を行い、教職員の健康障害
０名であった。
また、超過勤務時間が１カ月80時間以上の教職
員には、希望で面談を行い、健康状態の把握に
努めた。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

社会貢献の充実

　全8学科とも「課題研究」を通して、一つ以
上の社会貢献を目指した活動を実施している。
また、地域との連携を図ることで、生徒達の社
会貢献に対する意識が高まっている。

人権教育の充実

　各ホームルーム教室に「松工人権宣言」を掲
示し、人権・同和教育ホームルーム活動や
ショートホームルームなどを通じて、周知の徹
底を図った。12月にアンケートを実施したとこ
ろ、ほぼ全員の生徒に周知できていた。「知ら
ない」と回答した生徒には、後日、学習会を開
いて周知を図ったので、目標を達成できた。

奉仕活動の充実

　2学期末現在で、各8割のクラス、7割の部活
動が奉仕活動を実施した。
　コロナ渦の影響もあり、大勢で作業をすると
いうことが難しいように思われる。
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